
監　査　報　告　書

　私たち監事は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第68期事業年度

に係る計算書類及びその附属明細書を監査いたしました。その方法及び結果につ

き以下のとおり報告いたします。

　なお、当組合の監事は、定款第22条に定めるところにより、監査の範囲が限定

されているため、事業報告を監査する権限を有しておりません。

１．監査の方法及びその内容

　各監事は、理事等から会計に関する職務の執行状況を聴取し、会計に関する重

要な決裁書類、計算書類及びその附属明細書について説明を求めました。さらに、

当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、財産目録、損益計算書、剰余金処分

案）及びその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果

　計算書類及びその附属明細書は、組合の財産及び損益の状況をすべての重要な

点において適正に表示しているものと認めます。
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